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おいらせ町議会 平成２９年第４回定例会記録 

おいらせ町議会   平成２９年第４回定例会記録 

招 集 年 月 日 平成２９年１２月７日（木） 

招 集 の 場 所 おいらせ町役場本庁舎議場 

開 会 平成２９年１２月７日 午前１０時００分 議長宣告 

散 会 平成２９年１２月７日 午前１０時５２分 議長宣告 

応 招 議 員 

議席番号 氏   名 議席番号 氏   名 

１番 澤 上   勝 ２番 澤 上   訓 

３番 木 村 忠 一 ４番 髙 坂 隆 雄 

５番 田 中 正 一 ６番 平 野 敏 彦 

７番  山   忠 ８番 川 口 弘 治 

９番 吉 村 敏 文 １０番 澤 頭 好 孝 

１１番 西 館 芳 信 １２番 西 舘 秀 雄 

１３番 佐々木 光 雄 １４番 松 林 義 光 

１５番 沼 端   務 １６番 馬 場 正 治 

不 応 招 議 員 なし 

出 席 議 員 １５名 

欠 席 議 員 １２番 西 舘 秀 雄 

地方自治法第
121条の規定
により説明の
ため出席した
者の職氏名 

職     名 氏   名 職     名 氏   名 

町 長 三 村 正太郎 総 務 課 長 倉 舘 広 美 

分 庁 サ ー ビ ス 課 長 松 林 政 彦 企 画 財 政 課 長 成 田 光 寿 

まちづくり防災課長 田 中 貴 重 税 務 課 長 赤 坂 千 敏 

町 民 課 長 澤 田 常 男 環 境 保 健 課 長 小 向 道 彦 

介 護 福 祉 課 長 小 向 仁 生 農 林 水 産 課 長 西 舘 道 幸 

商 工 観 光 課 長 松 林 光 弘 地 域 整 備 課 長 澤 口   誠 

会 計 管 理 者 北 向   勝 病 院 事 務 長 小 向 博 明 

教 育 委 員 会 教 育 長 福 津 康 隆 学 務 課 長 泉 山 裕 一 

社会教育・体育課長 柏 崎 和 紀 選挙管理委員会委員長 相 坂 一 男 

選挙管理委員会事務局長 倉 舘 広 美 農業委員会事務局長 西 舘 道 幸 

監 査 委 員 名古屋 誠 一 監 査 委 員 事 務 局 長 中 野 重 男 
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本会議に職務
のため出席し
た者の職氏名 

事 務 局 長 中 野 重 男 事 務 局 次 長 小 向 正 志 

臨 時 職 員 谷 地 由美子   

町 長 提 出 

議 案 の 題 目 

１ 報告第27号 専決処分の報告について（自動車破損に係る損害賠償の額の決定に

ついて） 

２ 報告第28号 専決処分の承認を求めることについて（平成２９年度おいらせ町一

般会計補正予算（第３号）について 

３ 報告第29号 専決処分の承認を求めることについて（平成２９年度おいらせ町一

般会計補正予算（第４号）について 

４ 報告第30号 専決処分の承認を求めることについて（平成２９年度おいらせ町一

般会計補正予算（第５号）について 

５ 諮問第２号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 

６ 議案第56号 おいらせ町定住促進条例の制定について 

７ 議案第57号 おいらせ町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例に

ついて 

８ 議案第58号 おいらせ町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

について 

９ 議案第59号 おいらせ町特別職の職員の給料等に関する条例の一部を改正する条

例について 

10 議案第60号 おいらせ町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一

部を改正する条例について 

11 議案第61号 おいらせ町子ども医療費助成条例の一部を改正する条例について 

12 議案第62号 おいらせ町教職員住宅管理条例の一部を改正する条例について 

13 議案第63号 おいらせ町納税奨励条例の廃止について 

14 議案第64号 新学校給食センター調理用品等購入契約の締結について 

15 議案第65号 上十三・十和田湖広域定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更

する協定の締結について 

16 議案第66号 平成２９年度おいらせ町一般会計補正予算（第６号）について 

17 議案第67号 平成２９年度おいらせ町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

について 

18 議案第68号 平成２９年度おいらせ町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

について 

19 議案第69号 平成２９年度おいらせ町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２

号）について 

20 議案第70号 平成２９年度おいらせ町介護保険特別会計補正予算（第３号）につ

いて 

21 議案第71号 平成２９年度おいらせ町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

について 

22 議案第72号 平成２９年度おいらせ町病院事業会計補正予算（第２号）について 

 

 

 



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－３－ 

議 員 提 出 

議 案 の 題 目 

23 発議第２号 道路整備予算の拡充及び道路整備に係る補助率等の嵩上げ措置の継

続を求める意見書について 

 

 

 

 

開 議 午前１０時００分 

議 事 日 程 議長は、本日の議事日程を次のとおり報告した。（別添付） 

会 議 録 署 名 

議 員 の 指 名 

議長は、会議録署名議員に次の２名を指名した。 

１番  澤 上   勝 議員 

 

２番  澤 上   訓 議員 

 

議  案  の  経  過 

日 程 発 言 者 発 言 者 の 要 旨 

  

事務局長 

（中野重男君） 

 

 修礼を行いますので、ご起立願います。 

 礼。 

 着席ください。 

 

会議成立 

開会宣言 

馬場議長  おはようございます。 

 ただいまの出席議員数は１５人です。定足数に達しております

ので、これより平成２９年第４回おいらせ町議会定例会を開会い

たします。 

 

  （開会時刻 午前１０時００分） 

 

開議宣告 馬場議長  直ちに本日の会議を開きます。 

 なお、１２番、西舘秀雄議員は欠席であります。 

 山崎市松農業委員会会長は、本日所用のため欠席との申し出が

ありましたので報告いたします。 

 

議事日程報告 馬場議長  本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 
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会議録署名議

員の指名 

馬場議長  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、１番、澤上 勝議員及び２番、

澤上 訓議員を指名いたします。 

 

会期議題 馬場議長  日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 会期決定の前に、議会運営委員長の報告を求めます。 

 委員長、演壇にてお願いいたします。 

 

委員長報告 １４番 

（松林義光君） 

 議会運営委員会、委員長報告をいたします。 

 去る１１月１７日告示、本日招集されました平成２９年第４回

おいらせ町議会定例会の会期等について、先般１２月１日午前１

０時から議会運営委員会を開催し、審査した結果、本定例会の会

期は、別紙配付の「会期及び審議予定表」のとおり、本日１２月

７日から１２月１２日までの６日間とすることに決定いたしま

した。 

 本日、７日木曜日は議案等の一括上程及び提案理由説明、明日

８日金曜日から１０日日曜日までは議案熟考のため休会、１１日

月曜日は一般質問及び議案審議、１２日火曜日は議案審議、以上

のとおり進行してまいりたいと思いますので、何とぞ議員各位の

ご理解とご協力を賜り、当委員会の決定にご賛同くださいますよ

うお願い申し上げまして、委員長報告といたします。 

 

 馬場議長  議会運営委員長の報告が終わりました。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、議会運営委員長の報告のとおり、本日１２

月７日から１２月１２日までの６日間といたしたいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  異議なしと認めます。 

 よって、本定例会の会期は、本日１２月７日から１２月１２日

までの６日間とすることに決しました。 

 

諸般の報告 馬場議長  日程第３、諸般の報告をいたします。 

 議長としての報告事項は、印刷をしてお手元に配付していると

おりです。ご了承ください。 
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 次に、本日までに受理いたしました陳情書等につきましては、

別紙配付の請願、陳情文書表のとおりです。 

 先般、このことについて議会運営委員会において審査した結

果、陳情第４号については議員配付とすることにいたしましたの

でご了承願います。 

 なお、本定例会の会期中は、町当局の協力を得て広報写真の撮

影をしてもらうため、担当係員が議場内を出入りすることの許可

を与えておりますので、各議員にご報告しておきます。 

 

 馬場議長  日程第４、議案の一括上程について。 

 報告第２７号から報告第３０号まで及び諮問第２号並びに議

案第５６号から第７２号まで、そして発議第２号の、以上２３件

を一括上程いたします。 

 初めに、町長から提案理由の説明を求めます。 

 町長、演壇にてお願いします。 

 

提案理由の 

説明 

町長 

（三村正太郎君） 

 おはようございます。 

 議員各位には、何かとご多用のところご出席いただきまして、

まことにありがとうございます。 

 それでは、本定例会に提案いたしました議案の提案理由をご説

明申し上げます。 

 初めに、報告第２７号、自動車破損に係る損害賠償の額の決定

に係る専決処分の報告についてご説明申し上げます。 

 本件は、平成２９年１０月１３日に発生した、町管理設備不作

動による自動車破損に係る損害賠償について、車両損害に対する

賠償額が確定したため、去る１１月１４日付で専決処分を行った

ものであります。 

 次に、報告第２８号、平成２９年度おいらせ町一般会計補正予

算の専決処分の承認を求めることについてご説明申し上げます。 

 本件は、既定予算の総額に１５９万７，０００円を追加し、予

算の総額を１０４億６，０５８万６，０００円としたもので、去

る９月１８日付で専決処分を行ったものであります。 

 その主な内容でありますが、台風１８号に係る災害対応経費と

して、歳出では、災害復旧費において公共施設等の災害復旧に係

る工事請負費等を追加し、歳入では、その財源として財政調整基
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金繰入金を増額したものであります。 

 次に、報告第２９号、平成２９年度おいらせ町一般会計補正予

算の専決処分の承認を求めることについてご説明申し上げます。 

 本件は、既定予算の総額に１，２４９万３，０００円を追加し、

予算の総額を１０４億７，３０７万９，０００円としたもので、

去る９月２９日付で専決処分を行ったものであります。 

 その主な内容でありますが、去る１０月２２日執行の衆議院議

員総選挙に係る経費として、歳出では、選挙費に選挙長等報酬、

投票管理者等報償金、公営ポスター掲示場作成設置等委託料等を

追加し、歳入では、その財源として衆議院議員選挙事務委託金を

追加し、財政調整基金繰入金を増額したものであります。 

 次に、報告第３０号、平成２９年度おいらせ町一般会計補正予

算の専決処分の承認を求めることについてご説明申し上げます。 

 本件は、既定予算の総額に４０万７，０００円を追加し、予算

の総額を１０４億７，３４８万６，０００円としたもので、去る

１０月１０日付で専決処分を行ったものであります。 

 その主な内容でありますが、去る１１月７日執行の奥入瀬川東

部土地改良区総代補欠選挙に係る経費として、歳出では、選挙費

に選挙長等報酬、時間外勤務手当等を追加し、歳入では、その財

源として奥入瀬川東部土地改良区総代選挙費委託金を追加した

ものであります。 

  次に、諮問第２号、人権擁護委員の候補者の推薦につき意見

を求めることについてご説明申し上げます。 

  本案は、現委員であります西舘あい子氏の任期が平成３０年

３月３１日をもって満了となることから、同氏を引き続き委員候

補者として推薦したく、人権擁護委員法第６条第３項の規定によ

り、議会の意見を求めるものであります。 

 次に、議案第５６号、おいらせ町定住促進条例の制定について

ご説明申し上げます。 

 本案は、当町への転入世帯に対し、定住促進助成金を交付する

ことにより、当町における定住を促進し、もって人口の減少を抑

止するとともに、活力に満ちた地域づくりに寄与するため、提案

するものであります。 

 次に、議案第５７号、おいらせ町職員の育児休業等に関する条

例の一部を改正する条例についてご説明申し上げます。 
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 本案は、地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴

い、非常勤職員について、子が２歳に達する日まで育児休業をす

ることが特に必要と認められる場合等を条例で定めるため、提案

するものであります。 

 次に、議案第５８号、おいらせ町一般職の職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例についてご説明申し上げます。 

 本案は、青森県人事委員会勧告に準じた職員の給料月額及び勤

務手当の改定等を行うため、提案するものであります。 

 次に、議案第５９号、おいらせ町特別職の職員の給料等に関す

る条例の一部を改正する条例についてご説明申し上げます。 

 本案は、青森県人事委員会勧告に準じて行う一般職の勤勉手当

支給割合の改正に伴い、県の取り扱いに準じて、町長、副町長及

び教育長の期末手当の支給割合を改めるため、提案するものであ

ります。 

 次に、議案第６０号、おいらせ町議会の議員の議員報酬及び費

用弁償等に関する条例の一部を改正する条例についてご説明申

し上げます。 

 本案は、青森県人事委員会勧告に準じて行う一般職の勤勉手当

支給割合の改正に伴い、県の取り扱いに準じて、町議会議員の期

末手当の支給割合を改めるため、提案するものであります。 

 次に、議案第６１号、おいらせ町子ども医療費助成条例の一部

を改正する条例についてご説明申し上げます。 

 本案は、現行の助成制度が平成３０年３月３１日までの時限条

例となっているため、これを引き続き平成３３年３月３１日まで

３年間延長し、中学校３年生までの子供の医療費無料化を継続す

るため、提案するものであります。 

 次に、議案第６２号、おいらせ町教職員住宅管理条例の一部を

改正する条例についてご説明申し上げます。 

 本案は、木内々小学校校長住宅、木ノ下小学校校長住宅、木ノ

下中学校校長住宅、木ノ下中学校単身住宅３号及び甲洋小学校校

長住宅の用途廃止に伴い、所要の改正を行うため、提案するもの

であります。 

 次に、議案第６３号、おいらせ町納税奨励条例の廃止について

ご説明申し上げます。 

 本案は、納税貯蓄組合等に対する奨励金を廃止するため、おい
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らせ町納税奨励条例の廃止を提案するものであります。 

 次に、議案第６４号、新学校給食センター調理用品等購入契約

の締結についてご説明申し上げます。 

 本案は、新学校給食センターで使用する調理用品等の購入のた

め、去る１１月２０日に日本調理機株式会社東北支店青森営業所

外６社により指名競争入札を執行したところ、２，０５２万円で

株式会社中西製作所青森営業所が落札者と決定しましたので、こ

の契約を締結するため、地方自治法第９６条第１項第８号及びお

いらせ町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に

関する条例第３条の規定により、提案するものであります。 

 次に、議案第６５号、上十三・十和田湖広域定住自立圏の形成

に関する協定の一部を変更する協定の締結についてご説明申し

上げます。 

 本案は、十和田市及び三沢市との間において、平成２４年１０

月４日に締結した定住自立圏の形成に関する協定について、新た

に連携する「圏域内への移住の促進」及び「結婚活動の支援」に

関する取り組みを追加するため、おいらせ町議会の議決すべき事

件を定める条例第２条第１項の規定により、提案するものであり

ます。 

 次に、議案第６６号、平成２９年度おいらせ町一般会計補正予

算についてご説明申し上げます。 

 本案は、既定予算の総額に１億５，５６０万６，０００円を追

加し、予算の総額を１０６億２，９０９万２，０００円とするも

のであります。 

 歳出の主な内容でありますが、総務費では、住民記録システム

旧姓併記対応業務委託料２６８万６，０００円の追加、民生費で

は、子ども医療助成費３５９万７，０００円及び子供のための教

育・保育給付費８，０５６万２，０００円の増額、衛生費では、

八戸圏域連携中枢都市圏外科医師派遣事業費負担金４４万円の

増額、土木費では、明神川改修に伴う町道橋梁かけかえ工事費負

担金２，０００万円及び向山ふれあい広場公園トイレ設置工事費

１，１４８万１，０００円の追加、消防費では、全国瞬時警報シ

ステム整備工事費２１６万円の追加を行うものであります。 

 このほか、全款にわたっての人件費の補正は、青森県人事委員

会勧告に準じた給与改定に対応するものであります。 
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 一方、歳入でありますが、国庫支出金及び県支出金において、

子供のための教育・保育給付費にかかる負担金をそれぞれ増額し

たほか、繰入金では、歳入歳出財源調整のため財政調整基金繰入

金４，７０２万８，０００円を増額、また町債では、明神川改修

に伴う町道橋りょう架替事業債１，８００万円及び全国瞬時警報

システム整備事業債２１０万円をそれぞれ追加したほか、下田第

８分団消防ポンプ自動車購入事業債について、地方債の組み替え

に伴い増減補正を行うものであります。 

 このほか、第２表、債務負担行為補正につきましては、２件の

事業の追加、第３表、地方債補正につきましては、３件の事業の

追加と１件の事業の廃止を行うものであります。 

 次に、議案第６７号、平成２９年度おいらせ町国民健康保険特

別会計補正予算についてご説明申し上げます。 

 本案は、既定予算の総額に１，００７万１，０００円を追加し、

予算の総額を３０億７，９７６万５，０００円とするものであり

ます。 

 その主な内容につきましては、歳出では、支出見込みにより一

般被保険者療養給付費を増額し、歳入では、国庫支出金交付決定

に伴い、国民健康保険制度関係準備事業費補助金を追加及び一般

会計繰入金を減額したほか、歳入歳出財源調整のため基金繰入金

を追加するものであります。 

 次に、議案第６８号、平成２９年度おいらせ町公共下水道事業

特別会計補正予算についてご説明申し上げます。 

 本案は、既定予算の総額から３９８万６，０００円を減額し、

予算の総額を１１億１，０７６万２，０００円とするものであり

ます。 

 その主な内容につきましては、歳出では、管路の不明水対応の

ため補修工事費を増額したほか、事業計画変更に伴い馬淵川流域

下水道事業費負担金を減額し、歳入では、歳入歳出財源調整のた

め一般会計繰入金を増額したほか、負担金の減額に伴い馬淵川流

域下水道事業債を減額するものであります。 

 このほか、第２表、地方債補正につきましては、事業費の確定

見込みにより借入額の限度額を変更するものであります。 

 次に、議案第６９号、平成２９年度おいらせ町農業集落排水事

業特別会計補正予算についてご説明申し上げます。 
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 本案は、既定予算の総額に６８万９，０００円を追加し、予算

の総額を１億３，３７９万２，０００円とするものであります。 

 その主な内容につきましては、歳出では、管路施設に係る修繕

料を増額し、歳入では、歳入歳出財源調整のため一般会計繰入金

を増額するものであります。 

 次に、議案第７０号、平成２９年度おいらせ町介護保険特別会

計補正予算についてご説明申し上げます。 

 本案は、既定予算の総額から１，６４８万１，０００円を減額

し、予算の総額を２３億６，１３６万３，０００円とするもので

あります。 

 その主な内容につきましては、歳出では、制度改正対応のため、

介護保険システム改修委託料を増額したほか、保険給付費の支出

見込みにより、居宅介護サービス等給付費及び居宅介護サービス

計画等給付費を減額し、歳入では、保険給付費の見込みに合わせ、

国、県、支払基金の介護給付費負担金及び介護給付費繰入金をそ

れぞれ減額するものであります。 

 次に、議案第７１号、平成２９年度おいらせ町後期高齢者医療

特別会計補正予算についてご説明申し上げます。 

 本案は、既定予算の総額に３８万９，０００円を追加し、予算

の総額を１億７，２５１万１，０００円とするものであります。 

 その内容につきましては、歳出では、保険料納入通知書印刷の

ための印刷製本費を増額し、歳入では、財源調整として事務費繰

入金を増額するものであります。 

 次に、議案第７２号、平成２９年度おいらせ町病院事業会計補

正予算についてご説明申し上げます。 

 本案は、収益的収入及び支出の既決予定額に６９４万９，００

０円を追加し、予算の総額を９億７，４１６万５，０００円とす

るほか、資本的収入の既決予定額に１０万３，０００円を追加し、

収入予算の総額を４，７６４万３，０００円とし、資本的支出の

既決予定額に４８５万２，０００円を追加し、支出予算の総額を

８，１３１万３，０００円とするものであります。 

 その主な内容につきましては、収益的支出では、職員の給与改

定に伴う人件費のほか、消耗備品費、器械備品及び建物設備等修

繕費を増額し、収益的収入では、入院患者増により入院収益を増

額するものであります。 
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 また、資本的支出では、医療器械等購入費及び労災レセプトシ

ステムの購入費を追加し、資本的収入では、国庫補助金として労

災レセプトシステム導入支援金を追加し、不足額につきまして

は、当年度分損益勘定留保資金を充当するものであります。 

 以上、本定例会に提案いたしました議案の提案理由を申し上げ

ましたが、詳細につきましては、審議の過程におきまして、本職

初め担当課長に説明させますので、何とぞ慎重にご審議の上、議

決いただきますようお願い申し上げます。 

 

 馬場議長  総務課長。 

 

 総務課長 

（倉舘広美君） 

 ただいまの提案理由におきまして、１カ所訂正する項目がござ

います。 

 ５ページの議案第５８号におきまして、勤務手当と申し上げま

したが、正しくは勤勉手当であります。 

 以上、訂正いたします。 

 

 馬場議長  次に、発議第２号について、西館芳信議員から提案理由の説明

を求めます。 

 西館芳信議員、演壇にてお願いします。 

 

提案理由の説

明 

１１番 

（西館芳信君） 

 発議第２号、道路整備予算の拡充及び道路整備に係る補助率等

の嵩上げ措置の継続を求める意見書について、おいらせ町議会会

議規則第１４条第２項の規定により提出します。 

 提出者は、おいらせ町議会議員、西館芳信、賛成者は、おいら

せ町議会議員、髙坂隆雄議員です。 

 それでは、その提案理由を申し上げます。 

 道路は必要不可欠な社会資本であり、その整備促進は喫緊の課

題となっています。道路整備に当たっては、道路整備事業に係る

国の財政上の特別措置に関する法律の規定による補助率のかさ

上げ措置がありますが、平成２９年度末までの時限措置であるこ

とから、平成３０年度以降も継続し、必要な道路整備を図るため

に、補助率等の拡充・見直しについて講じていただくよう、地方

自治法第９９条の規定により、国に対し意見書を提出するもので

す。 
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 なお、意見書につきましては、お手元に配付のとおりです。 

 何とぞ趣旨をご理解いただき、意見書としてのご決定を賜りま

すようお願い申し上げまして、提案理由といたします。 

 

 馬場議長  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 

 馬場議長  日程第５、行政報告の申し入れがありましたので、これを許し

ます。 

 当局の説明を求めます。 

 社会教育・体育課長。 

 

当局の説明 社会教育・体育課長 

（柏崎和紀君） 

 それでは、おいらせ町多目的ドーム整備に関する検討報告書に

ついて、ご説明いたします。 

 資料ナンバー１をご用意ください。 

 当教育委員会の附属機関である町多目的ドーム整備検討委員

会において、当町における多目的ドーム整備のための調査、研究、

検討を行ってまいりました。 

 本年５月から５回の検討委員会と途中１回、同類の施設を有す

る近隣自治体への視察を実施してまいりましたが、先般、その結

果をまとめた検討報告書が教育長に提出されましたので、報告す

るものであります。 

 表紙をお開きいただきまして、「はじめに」とありますが、こ

こでは委員会のこれまでの検討の経過や委員会としての多目的

ドーム整備への期待と意見反映について記載されております。 

 次ページは目次ですが、大きく３つの項目に分けられており、

その具体的内容については、ページをめくって１ページをごらん

ください。 

 多目的ドームの整備検討に当たって。 

 まずは当町におけるスポーツ活動の現状と課題について、町内

のスポーツ団体、体育協会や中学校の部活動、スポーツ少年団等

への加入状況や町民のスポーツ活動、その実施率、スポーツ施設

の利用状況等を確認しております。 

 その中で、子供から高齢者まで健康増進を含めてスポーツをす

る機会の提供や拡充、さらには競技スポーツにおける競技力の向

上とソフトとハードの両面からスポーツ活動に対する環境の整
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備が課題として上げられております。 

 ２ページでは、前述の課題を受けての多目的ドーム整備の必要

性について。 

 今後推進するべきポイントとして、屋外競技の通年実施による

競技力の向上と選手の育成、年齢や性別に関係なく誰もがスポー

ツ活動に親しむことができる環境の整備、子供のスポーツ活動の

推進、多様化するスポーツニーズへの対応、健康増進活動を含め

た運動のきっかけづくりと習慣化の５項目が上げられました。 

 また、競技団体から要望のある屋外施設への照明設備設置など

への対応としても、天候に左右されず通年利活用ができる屋内運

動施設（多目的ドーム）の整備推進は有効な施策であるとの意見

となっております。 

 次に、３ページ、整備の実現に向けて。 

 その求められる施設規模、機能性等についてですが、グラウン

ド部分の面積は、縦横６５メートルを確保したい。グラウンド部

分の天井高は、可能な限り高くしたい。これは、視察した類似施

設程度という高さのことでございます。次に、グラウンド部分の

床仕上げは、利用者の安全面や施設の管理運営コスト等を考慮し

て、人工芝（ロングパイル芝）を採用したい。屋根は、建築コス

トを考慮し、膜屋根ではなく折板屋根が望ましい。ただし、十分

な明るさを確保できる屋根形状等の設計、天窓、トップライト等

を検討すること。グラウンド部分の冷暖房設備については、基本

的に不要とするが、必要最低限の暖房器具の用意を検討するこ

と。施設内にトレーニングルーム及びランニングコースを設置し

たい。その他、必要な諸室、考えられる設備としては、事務室、

会議室、トイレ、シャワールーム、用具庫等を整備すること。た

だし、これらに関しては、グラウンド部分の空間確保を最優先と

していただきたいということです。次に、車椅子等の利用にも対

応できるよう、ユニバーサルデザインとすること。施設外構にお

いては、駐車場を必要数確保することが上げられました。 

 また、整備候補地については、立地条件等を比較確認し、将来

的なスポーツ施設集積による利活用が見込まれること、さらに用

地取得費がかからないことなどからも、下田公園東側の町有地に

施設を整備することが望ましいとの意見の集約がなされており

ます。 
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 最後に、４ページの施設整備における今後の検討課題として。 

 施設の活用方法では、通常の競技スポーツのほか、健康増進活

動の実践や運動のきっかけづくりを目的とした幅広い利活用が

できるように検討する。トレーニングルームが設置された場合に

は、専門のトレーナーによる各種トレーニング教室の開催等の検

討。要望したスポーツ施設の形状や設備を損なうことなく可能で

あれば、災害等における利活用方法についても検討すること。 

 次に、施設の運用方法については、スポーツ団体等に属さない

一般の利用者も気軽に利用できるように、その利用時間枠をあら

かじめ設定するなどの配慮や、町内外にかかわらず広く利用され

るような料金の設定等についての検討を述べられております。 

 最後に、財源確保と事業費精査について。施設の整備や維持管

理等に係る財源の確保については厳しいものと考えられるが、現

状の事務事業の一層の効率化や見直しに取り組み、事業費を精査

した上で整備を推進してほしいとの意見が付されております。 

 なお、５ページと６ページは、当検討委員会の委員名簿とこれ

までの委員会の経過を記載したものとなっております。 

 以上が検討報告書の内容になりますが、今後この報告書の考え

方、意見などを基本に、具体的な施設の規模や設備、建設費やラ

ンニングコスト等の精査等を含めて基本計画案の作成を行うこ

ととしております。 

 以上で説明を終わります。 

 

 馬場議長 

 

 説明が終わりました。 

 この際、報告書に関しての質疑を受けます。質疑ございません

か。 

 １１番、西館芳信議員。 

 

質疑 １１番 

（西館芳信君） 

 １１番、西館です。 

 ５ページの、ここにおいらせ町多目的ドーム整備検討委員会の

委員の方々が記されております。当初、この多目的ドームの委員

会の募集をしたということについては、募集したときについて

は、恐らく私は、推進、あるいは推進でない、そういう人たちも

ろもろが集まって、それは最後にどういう結論があるのかはわか

らないけれども、ともかく賛成、不賛成の立場から皆さんが集ま
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って検討するのかなと思っていましたところ、今事業推進をして

ほしいというふうな意見書が採択されたということになってい

ますが、これはこの中で決をとったわけでも何でもないでしょう

けれども、全員賛成だということで当初からずっと皆さんが賛成

で来たんですか。特に、外部の募集でスポーツ団体、あるいは教

育等に関しない委員の方々がお２人いらっしゃいますが、この人

たちこそ本当の外部の方からの意見を申し上げてくださる人た

ちだなと思いますけれども、この方々もずっと賛成ということで

来たんでしょうか。そこをちょこっと確認したくて、お願いいた

します。 

 

 馬場議長  社会教育・体育課長。 

 

答弁 社会教育・体育課長 

（柏崎和紀君） 

 お答えいたします。 

 まずは、賛成、反対ということではなくて、まずは当町のスポ

ーツの現状ということで知っていただいて、確認をしていただい

て、その上でこういった多目的ドーム等が必要かどうかという検

討に入らせていただきました。ですので、最初から賛成、最初か

ら反対というような意見は、申しわけございませんが聞いており

ませんでした。そのスポーツ活動の過程において、こういった施

設が必要であるかないかという判断をいただいたというふうに

思っております。 

 以上です。 

 

 馬場議長  １１番。 

 

質疑 １１番 

（西館芳信君） 

 確かにおっしゃるとおりだと思います。最初から反対とか賛成

ということを見越して、色をつけるという言葉がふさわしいかど

うかはわかりませんけれども、そういうことはなかったと思いま

す。それは最後まで意見の集約、意思の統一ということを目指し

たかどうかわからないけれども、最終的にこういうふうに推進し

てほしいという意見書でまとまったわけですけれども、最後の統

一は、皆さんの委員のこの１０名の中の意思統一はどういうふう

にして図られたんですか。賛否はとらなくても、おおむねこれで

よろしいですねということで委員長がしゃべって通った。それに
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対して、何ら誰も反対でなかったというふうなちょこっとしたこ

とをお願いします。 

 

 馬場議長  社会教育・体育課長。 

 

答弁 社会教育・体育課長 

（柏崎和紀君） 

 最終的には、この報告書をまとめる時点で委員長のほうから皆

さんに最終確認をしております。ただ、やはり途中で、こちらの

意見も付されておりますが、やはり相当なお金等を要することが

見込まれているので、この施設以外のところでも今後の施設の検

討とかも含めて、そういったところにも配慮してほしいというこ

とで最後の部分とかは含められて記載されておりますので、もろ

手を挙げて賛成ということではないのかもしれませんが、要する

にそういったところを見直しながらでも必要な施設であるとい

う意見集約になったかと思っております。 

 

 馬場議長  ７番、 山 忠議員。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 はい、７番。 

 ちょっと聞きたかったんですけれども、２ページ、２、推進ポ

イントの中で、一番下のその他のところに、災害時における防災

施設としての利活用も想定というふうにうたってあります。そし

て、今度は４ページに移りますけれども、下のほうの３で、「財

源確保と事業費精査について」ということで、事業費の関係が大

変難しいのではないかというふうなことで話がありましたけれ

ども、またそのとおりであろうと思います。 

 実は、新聞なんですけれども、１１月３０日の新聞に、平川新

体育館ということで、当初の計画が事業費２３億円とあったやつ

が、３１億円まで使えるようなそれになったというふうなことが

書いてあるんですね。それはなぜかというと、要するに緊急防災、

災害防災の関係を組み込んだことによって、そちらのほうからお

金が回ってくるということで、これだけ使える財源ができたとい

うことになっているようですけれども、どうなんでしょうか。う

ちのほうでもそういうふうに災害のそれに対しても使えるよう

にしてありますけれども、国のほうなり何なりから財源を得られ

るそれはありますか。 
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 馬場議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 財源にかかわることでございます。この多目的ドームそのもの

は、これからいろいろ具体的なものを詰めていくことになりま

す。財源的なこともこれから詰めていきますので、確かなことは

この場ではお答えできませんが、一応考え方といたしましては、

山議員がおっしゃった新聞記事につきましては、私も拝見して

おりました。その記載につきましては、緊急防災対策債といいま

して、それを使える起債条件はかなり厳しいものがございます。

平川市の事例につきましても、当初使う起債を、その有利な起債

を使うがために避難施設のための機能を増強したりする、その関

係で事業費がふえていることになってございます。 

 今回の多目的ドームにつきましても、実際ここの２ページのと

ころに災害時における防災施設としての利活用も想定というこ

とで書いてございますが、具体的にその有利な起債を使えるぐら

いの防災機能の強化のところはまだ踏み込んだ形になってござ

いませんので、今の時点ではその起債を使えるかどうかはまだ判

断できかねてございます。一応、今想定しているものとしまして

は、合併特例債を想定しているところでございます。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 できるだけそういうふうな国からもらえるものについては取

り入れるように、また内部的にいろいろ検討していただいて、で

きるだけ特例債もある程度残しておかないと、この話には損はな

いかもわからないけれども、身障者の問題とか、そういうふうな

ものにも使わなければならないそれがいっぱいあると思うので、

その財源を確保することも考えた多目的ドームにしていただき

たいとそういうふうに考えていましたので、以上です。 

 

 馬場議長  答弁はいいですか。（「はい」の声あり） 

 １番、澤上 勝議員。 
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質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 ２点だけ。３ページでありますけれども、屋根の構造について、

この文章だけではちょっと理解しかねる部分があるし、私の経験

といいますか、現場を見た中では、五戸ドームが膜、簡単に言え

ば、俺はわかりませんけれども、膜だと思うんですけれども、あ

れはいろいろなイベントをやるにおいて水滴が落ちるというデ

メリットがあるはずですから、その辺も多分考慮しているかと思

いますけれど、その辺の簡単なわかりやすい説明をお願いしま

す。 

 それから、施設活用方法について、文章だけを見るとスポーツ、

そして災害とありますけれども、いろいろなイベントが考えられ

るはずですけれども、これは活字にしなくても理解するというこ

とでよろしいでしょうか。 

 以上、２点。 

 

 馬場議長  社会教育・体育課長。 

 

答弁 社会教育・体育課長 

（柏崎和紀君） 

 それでは、お答えいたします。 

 まず、屋根構造の部分ですが、今、議員がおっしゃられたとお

り、まず先に五戸ドーム、あれが膜ですね、いわゆる膜構造とい

うことで、実際に委員の方々、視察いただいたわけですけれども、

やはりそういった水滴、湿気に弱くて冬場特に水等が落ちる、あ

るいは氷によって固まって、その氷を解かしたりする設備までつ

いているということで、非常に事業費等に影響してくるというこ

とで、折板屋根というのは通常の体育館とかで、よくうちのいち

ょう体育館とかで使っているような通常の屋根ですね、そちらの

ほうが望ましいというような意見でまとまったということでご

ざいます。 

 次に、活用方法ですが、具体的にはこれからさまざま検討して

くことになります。今、議員がおっしゃられたとおりイベント等

でもかなり活用できるのかなとは思っておりますが、それらにつ

いては今後の検討の過程でさまざま検討させていただきたいと

思っております。 

 以上です。 
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 馬場議長  １番。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 板版であるということは、コストがかかるという今説明の中の

解釈ですけれども、例えばこの辺では板版になっているのはどこ

があるのかご説明いただければと思います。 

 

 馬場議長  社会教育・体育課長。 

 

答弁 社会教育・体育課長 

（柏崎和紀君） 

 同じような設備でいうと、上北のドーム、あるいは七戸町にあ

る旧天間のドームなんかが、基本的には体育館のつくりなので、

そういったものが今ある、こちらでは把握している部分でござい

ます。 

 以上です。 

 

 馬場議長  １番。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 それは先ほど言ったとおり、コストの面ではそちらのほうがか

かるという解釈なんですか。 

 

 馬場議長  社会教育・体育課長。 

 

答弁 社会教育・体育課長 

（柏崎和紀君） 

 コストの面では、膜よりも安くなる、折板のほうが逆に安くな

るという想定をしております。 

 以上です。 

 

 馬場議長  ほかに質疑ありませんか。 

 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、本件に対する質疑を終わります。 

 以上で、行政報告を終わります。 

 

 馬場議長  日程第６、議員派遣の件についてを議題といたします。 

 このことについては、おいらせ町議会会議規則第１２７条第１

項の規定により手続をとるものであります。 

 お諮りします。 
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 議員派遣の件については、お手元に配付してあります資料のと

おり、本日１２月７日、新おいらせ町立学校給食センター施設状

況の調査のため、全議員を派遣いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  異議なしと認めます。 

 次に、お諮りします。 

 ただいま決定されました議員派遣の内容に今後変更を要する

ときには、その取り扱いを議長にご一任願いたいと思いますが、

これにご異議ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  異議なしと認めます。 

 よって、議員派遣の件については、そのように決定いたしまし

た。 

 

日程終了の 

告知 

馬場議長  これで、本日の日程は、全て終了いたしました。 

 これをもちまして、本日の会議を閉じます。 

 

次回日程の 

報告 

馬場議長  あす８日から１０日までの３日間は、議員各位に配付していま

す「会期及び審議予定表」のとおり、議案熟考のため休会といた

します。 

 来る１１日は、午前１０時から本会議を開き、一般質問及び議

案審議を行います。 

 

散会宣告 馬場議長  本日は、これで散会いたします。 

 

  （散会時刻 午前１０時５２分） 

 

 事務局長 

（中野重男君） 

 修礼を行いますので、ご起立願います。 

 礼。 

 
 


